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2026年7月23日 株式会社セブン－イレブン・ジャパン

建築設備本部 エネルギー部 斯波 康弘

セブン－イレブンが取り組む脱炭素社会の実現
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会社概要

名称 株式会社セブン-イレブン・ジャパン

設立 1973年11月20日

従業員数 8,090人

チェーン
全店売上 5兆4,693億15百万円

1日の売上 約150億円

１日の客数 約2,000万人

（1店あたり：921人）

2026年2月末

世界19の国と地域

86,939店

日本は2026年2月
日本以外は2025年12月末

国内47都道府県

21,927店
2026年2月末
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セブン‐イレブンのビジネスモデル

加盟店と本部の「共存共栄」

水道光熱費80％水道光熱費20％
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私達は「４つのビジョン」を掲げ、取り組んでまいります

健康
価値ある商品･サービスを

通じて健康な社会を実現する

地域
地域と共に生きる社会を

実現する

環境
環境に配慮した

循環型社会を実現する

人財
多様な人財が活躍し、
幸せな社会を実現する

『経済的価値』の提供

これまでの50年

更に『社会的価値』の追求

これからの50年

セブン‐イレブン1号店の開店から50年経ちました

その実現に向け
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環境宣言「GREEN CHALLENGE 2050」

CO2排出量削減 プラスチック対策

食品ロス・食品リサイクル対策 持続可能な調達

グループの店舗運営にともなう

CO2排出量（2013年度比）

オリジナル食品で使用する食品原材料は、

持続可能が担保された材料を使用

2030 50%⌡ᾚ

2050 ◙ ◒ לם

2030 50%

2050 ◙ ◒ 100%

ṏ
(2013 ˣ

ṏ

2030 50% 70%

2050

◙ ◒ 75% 100%

2030 50%

2050 ◙ ◒ 100%

オリジナル食品で使用する容器は、

環境配慮型素材を使用

自社の排出量（スコープ1+2）のみならず、

スコープ3を含めたサプライチェーン全体で削減を目指す
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142.1万t
113.1万t

71.0万t

25.1億kWh

28.9億kWh
30.5億kWh
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セブン－イレブン全店の電気使用量とCO2排出量

年度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

電気使用量
（億kWh）

COϜ排出量
（万t）

2030年目標 50％削減

2050年目標 実質0％
（2013年対比）

2013年

16,319店

2025年

21,939店
（2013年＋5,620店）

維持する

2030

実質
ゼロ

2050

排出するCO2の99％は、店舗が使用した電気由来

電気使用量（千kWh） CO2排出量
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COϜ排出量（t）

90.9t

51.6t

161千kWh

129千kWh

137千kWh
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１店舗あたりの電気使用量とCO2排出量

電気使用量
（千kWh）

年
度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

最新店舗では100千kWhを下回っています

設備什器増設による電気使用量増加

スムージー
マシン

アイスケース
増設

7カフェ
マシン

電気使用量（千kWh） CO2排出量

省エネ創エネによる電気使用量削減

LED照明 太陽光パネル
焼成機
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CO2排出量を減らす為の『３つの柱』

①省エネ

照明のLED化 ＩＨフライヤー

インバータ空調
省エネ型

チルドケース

省エネ強化月間
(節電行為の奨励)

②創エネ

屋根上
太陽光発電

垂直型太陽光発電

③再エネの外部調達

大規模太陽光発電

蓄電池

陸上風力発電

小水力発電 バイオマス発電

ソーラー
カーポート
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①省エネ：ハードとソフトの両立

Ẍ AI

Ẍ ( )

ˑ AI ᶘ

ᴛ ᴠ

ᴛ Ὲ

AI
ṓ►

10̇ 20̋ Ἃ

省エネ型
チルドケース IHフライヤー

照明のLED化

Ẍ ( )

「省エネリーダー」
選任

動画配信 「省エネ管理表」

インバータ空調・設定温度変更

► έ ᵫ

アイスケース
上部フード
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お店に省エネの取り組みを啓蒙する、、、

①コスト意識を高める（興味）

③省エネ行為の習慣化（持続）

②省エネ行為の環境整備（行動）

④関心を継続させる（検証）

経費コントロールとして、具体的な行為が継続する仕組み作り
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②創エネ＋蓄エネ：太陽光発電と蓄電池の併用

太陽光パネル設置数  

9,229店(2026年2月末） 全店の42％

屋根上太陽光発電

2011年導入開始（全て自家消費）

EMSによる時間帯別最適制御・デマンド制御

夜間の割安な電力を貯める

日中夜間 夜間

太陽光発電

放電した後に
単価が安い
夜間に蓄電

太陽光発電できない
朝方に放電

AI活用ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

AIにより
電気のデマンドピーク

を最適管理

デマンドピークを低減し
基本料金を抑制する

予測をしながら
蓄電池を制御

太陽光パネル総面積：38万㎡

         サッカー場：54面分相当

余剰電力を蓄電池で活用
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③再エネ電力の外部調達：CO2排出量削減の『鍵』

現在稼働中の発電所

現在7,060店へ再生可能エネルギーを供給 （一般家庭約71,000世帯相当の電気量）

東京電力エリア②
(24年3月～）

北海道電力エリア
(24年5月～）

中部電力エリア
(24年4月～）

東京電力エリア
 (21年6月～)

北陸電力エリア
(22年6月～）

関西電力エリア
(23年3月～）

再エネ電力調達実施エリア7/10( 全国)

東京電力エリア③
(25年4月～）

中国電力エリア
(25年11月～）

東北電力エリア
(26年2月～）

契約済の再エネ調達量 3.0億kWh/ 年

再エネ発電分は長期固定価格で調達
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『エネルギー危機を乗り越える自然エネルギーの導入効果』

①省エネ

照明のLED化 ＩＨフライヤー

インバータ空調
省エネ型

チルドケース

省エネ強化月間
(節電行為の奨励)

②創エネ＋蓄エネ

屋根上
太陽光発電

垂直型太陽光発電

③再エネの外部調達

大規模太陽光発電

蓄電池

陸上風力発電

小水力発電 バイオマス発電

ソーラー
カーポート

これらの取り組みは、結果的にコストの長期安定化に繋がるはず
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2030年中間目標に向けた「脱炭素ロードマップ」

顧客体験価値の創造 ロードマップ(2030年までの削減目標)約120%(2025年度比)

2030年電気使用量

オフサイトPPAの拡大

7cafe
ティーマシン

パン焼成機

冷凍ｳｫｰｸｲﾝ・ｹｰｽ増設ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ

ソフトクリーム
マシン

FF商材の強化

大容量太陽光パネル
チルドケース

三重エアカーテン

電気使用量を減らす 電気を創る・蓄める 再エネ電気に置き換える

ラーメンマシン 

店舗数増加

＋

省エネ 創エネ+蓄エネ 再エネ調達

増エネは必至

冷凍商材増加

デジタルサイネージ

etc...

年度 2013年 2025年 2030年
CO2排出量（t） 142.1万 113.1万 71.0万

13年度対比 - ▲20.3% ▲50.0%
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電気使用量と構成
創エネ

通常電力

再エネ
調達

通常電力

１００
（指数）

74
（指数）

再エネ
調達

創エネ

省エネ
省エネ

増加する電気使用量を省エネ、創エネ、再エネ調達でカバー



15
明日の笑顔を 共に創る

サプライチェーン全体でCO2排出量を削減する

■商品の「始まり」から「終わり」まで

製造
(メーカー様)

配送
(物流業者様)

販売
(店舗)

消費
(お客様)

廃棄
(お客様)

製造
(生産者様)

スコープ３ スコープ３スコープ１・２

【スコープ１】

自社での燃料の使用等による
CO2直接排出

0.06万t

【スコープ２】

自社が購入した電気等による
CO2間接排出

117.0万t

【スコープ３】

商品の製造・配送過程での
CO2間接排出

1,175万t

今後更なる取組が必要

スコープ３

スコープ２スコープ１

2025月2月末
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スコープ３の削減に取り組む

工場・物流センターで太陽光発電

+1936工場

25センター

2025年2月末2020年当初

17工場

16センター +9

計61施設計33施設 +28

弁当・おにぎり等製造工場
薄膜太陽電池

物流センター

■太陽光パネル設置実績

物流におけるCO2削減

9 /70 /

FC(水素) ・EV車両 太陽光電池搭載車両

■車両台数の削減

共同配送の実現
により削減

■環境に優しい配送車の導入

店舗のEV急速充電器を活用した

配送中の充電もテスト中

▷ EVトラック配達範囲が拡大する

EV急速充電器：342店
(2026年2月末)
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スコープ３の削減に取り組む

ペットボトルの水平リサイクルを実現 包材の見直し

容器をプラスチック⇒紙 フタをトップシール化

水素焙煎コーヒー

焙煎時のCO2排出ゼロ世界初：特定流通グループ内でのリサイクル～商品販売

2024年度

2.1億本回収
≒5,600ｔ相当

出張授業

行政と連携したSDGS教育

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ回収機

4,451台
 （2025年10月末）
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まとめ

・次の50年を見据え『経済的価値』と「社会的価値」の両輪で、
地域の皆様のお役に立てる存在であり続けたいと考えています。

・環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』の目標達成に向けて、
脱炭素をはじめとした様々な社会課題の解決に、加盟店と
共に果敢に挑戦してまいります。

・これらの実現には、私達だけでは実現できません。皆さまからの
ご意見やご提案をお待ちしております。
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明日の笑顔を 共に創る

ご清聴ありがとうございました。
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